
～学校経営目標とその目標を達成するための具体的取組～ 

自己評価 評価 自己評価 評価

達成状況（中間）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

達成状況（最終）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

評価の妥当
性

改善方策の
適切さ

教務課
授業環境の整備
と授業規律の確
立を目指す。

・授業「授業規律のスタンダード」
（整理整頓・ベル着・先言後礼）の
教室掲示による生徒の意識高揚
をはかる。また年次と協力して、教
員による教室美化、ベル着の呼び
かけ、先言後礼を行う。

・教務課の生徒対象アンケートの
「よくできた」回答の割合。
①整理整頓70％(昨年度65.3％)
②ベル着60％(昨年度49.3％)
③先言後礼60％(昨年度43.3％)

生徒対象アンケート結果の「よくできた」
回答の割合
①整理整頓（62.9％）
②ベル着(51.3％)
③先言後礼(50.5％) C

生徒対象アンケート結果の「よくできた」
回答の割合
①整理整頓（62.7％）
②ベル着(53.5％)
③先言後礼(44.6％) C

中間評価より①整理整頓②ベル着は
生徒自己評価は若干上がったが、③
先言後礼は5.4ポイント下回った。昨
年度と比較すると①整理整頓は数値
を下げたが、②ベル着③先言後礼は
昨年度を上回った。
今後は生徒会と連携するなど、生徒
の方から盛り上げるような仕掛けを考
えたい。

妥当 適切

学力向上
委員会

生徒の学習習慣
の確立を目指し、
授業や課題の工
夫をする。
新学習指導要領
に対応した授業
を研究し授業改
善につなげる。

・年２回（５月、１１月）の生徒授業
アンケートを実施し、生徒の行動
変容を調べる。
・年２回（６月、１１月）授業公開週
間を実施し、互いに授業参観・意
見交換を行い、職員会議で報告・
共有を図る。

①２回目の授業アンケートで生徒
の学習について改善が見られた
授業が80％以上。
②学校自己評価アンケート（生徒）
の「邑久高校の教員は、ICTを活
用するなど、教え方の工夫をして
いる。」の肯定的回答（全体）が
85％以上。（昨年度85％）

①５月に生徒授業アンケートを実施し
た。教員１人につき１講座アンケートを
実施し、１１月までの目標を設定した。１
１月の結果からどのような変容があった
かを確認する。
また、６月に授業公開週間を実施。おす
すめ授業の一覧を作成した。授業見学
の報告は１６件であった。
②学校自己評価アンケート（生徒）は１１
月実施予定である。

B

①５月と１１月に生徒授業アンケートを
実施した。教員に１１月に授業が改善さ
れたか自己評価してもらい「はい」と回
答した先生は７８％であった。
また、６月と１１月に授業公開週間を実
施。おすすめ授業の一覧を作成した。授
業見学の報告は３２件であった。
②学校自己評価アンケート（生徒）の「邑
久高校の教員は、ICTを活用するなど、
教え方の工夫をしている。」の肯定的回
答（全体）が９２％であった。

B

授業アンケートは初めての取り組み
だったため、目標も自由に設定しても
らった。自己評価が辛い教員も多く、
もう少しテーマを絞った目標設定が必
要かもしれない。
しかしながら、学校自己評価における
生徒の評価は確実に良くなってきて
いるため今後とも授業公開なども含
め授業改善に取り組めたらよいと考
える。

妥当 適切

１年次

進路実現に向け
た学習習慣の確
立と学力向上を
目指す。

・１人１台端末を活用した授業改
善を推進する。
・生徒が主体的に取り組む授業を
目指す。（生徒が「わかる」授業の
実践）
・年間を通して課題提出を徹底す
る。
・学習環境の整備と管理能力を育
成する。

①学校自己評価アンケート（生徒）
の「邑久高校の教員は、ICTを活
用するなど、教え方の工夫をして
いる」の肯定的回答（１年次）が
90％以上。（昨年度92.2％)
②道徳意識アンケートの「何事も
自分でよく考えて判断し、自分の
行動に責任を持っている。」の肯
定的回答（１年次）が85％以上。

①学校自己評価アンケート（生徒）は１１
月に実施予定。
②５月末に１年次生110名が回答。「何
事も自分でよく考えて判断し、自分の行
動に責任を持っている。」の肯定的回答
が103名で93.6％であった。
また１年次独自に考査前に学習実態調
査を実施しているが、その調査でも第１
回考査前平日138分、休日174分、第２
回考査前平日181分、休日193分であっ
た。全体的には落ち着いた雰囲気の中
で学習に臨めているが、一部の生徒に
課題提出の遅れが見られたり、教材忘
れなどが見られるため、１年間継続して
取組と支援を行っていきたい。

B

①学校自己評価アンケート（生徒）の「邑
久高校の教員は、ICTを活用するなど、
教え方の工夫をしている」の肯定的回答
（１年次）が約９５％であった。。
②１月に１年次生９６名が回答。「何事も
自分でよく考えて判断し、自分の行動に
責任を持っている。」の肯定的回答が９
１名で９４．７％であった。

夏期課題同様に、冬期課題未提出者の
居残り指導を実施。夏と比較しても提出
状況の改善が見られ、居残り対象者も
減った。

A

「１人１台端末を活用した授業改善を
推進する。」「生徒が主体的に取り組
む授業を目指す。（生徒が「わかる」
授業の実践）」は次年度以降も推進し
ていきたい。評価方法として今回と同
様のアンケートを活用すべきかどうか
は再検討したい。
「年間を通して課題提出を徹底す
る。」については生徒にも少しずつ浸
透している。今後も取組の状況（解答
を丸写ししていないか）なども継続し
て生徒に声掛けしていきたい。
「学習環境の整備と管理能力を育成
する。」についてまだまだ改善の必要
がある生徒がいる。クロームブックの
有効な活用を模索しながら考えてい
きたい。

妥当 適切

２年次

進路実現を具体
化するために学
力の向上を目指
す。

・手帳の定期的な活用をさせる。
・考査前・考査後の継続的な提出
物指導・学習指導（個別面談含
む）を行う。
・幅広い資格取得への支援をす
る。
・『タブレット』の活用方法を共有化
して「わかる授業」を実践する。

①生徒の年間平均評点65点以上
②提出物提出率年次平均85％以
上
③学校自己評価アンケート（生徒）
の「家庭での学習時間を十分確保
している」の肯定的回答（２年次）
が75％以上。（昨年度70％）

①１学期平均評点普通科６８．１点、生
ビ６６．９点であった。
②1学期提出率普通科第１回７７％→第
２回８０％
　　生ビ科第１回８０．６％→８３．６％
③学校自己評価アンケート（生徒）は１１
月に実施予定。
一部の生徒に赤点が見られるため継続
した支援で全体の底上げを行っていきた
い。提出物については、普通科・生活ビ
ジネス科共に上昇しているが、極端に出
していない生徒もいるため１年間かけて
継続的に支援と取組を行っていきたい。

B

①年間平均評点普通科６６．４点、生ビ
６４．５点。年次平均は６５．５点であっ
た。
②２学期末時点での提出率平均普通科
７７％、生活ビジネス科８１％。年次平均
７９％であった。
③学校自己評価アンケート（生徒）の「家
庭での学習時間を十分確保している」の
肯定的回答（２年次）５４.３％であった。

B

今年度から教科別に考査前補習を実
施して素点の底上げを図ることがで
きた。全体的な提出物の提出率は７
９％であったが、不登校生徒を除くと
８２％程度となる。成績不振者、提出
物不振者にはそれぞれ面談、指導を
該当する全ての生徒に行うことがで
きたため、今後も自発的改善を促せ
られるように指導を継続していきた
い。来年度は進路意識の高揚をはか
り家庭学習時間を確保させる取り組
みも行っていきたい。

妥当 適切

結果の分析及び改善方策

学校関係者評価
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令和４年度　岡山県立邑久高等学校　評価書

１　学力向上…学習習慣の確立と「わかる」授業づくりへの工夫
２　コミュニケーション能力の向上･･･地域連携教育等による協働的な体験学習の推進
３　生徒支援の充実…積極的な生徒理解と援助及び部活動の推進

学校
経営
目標

担当課等 重点目標 取組方法 達成基準



～学校経営目標とその目標を達成するための具体的取組～ 

自己評価 評価 自己評価 評価

達成状況（中間）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

達成状況（最終）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

評価の妥当
性

改善方策の
適切さ

結果の分析及び改善方策

学校関係者評価

令和４年度　岡山県立邑久高等学校　評価書

１　学力向上…学習習慣の確立と「わかる」授業づくりへの工夫
２　コミュニケーション能力の向上･･･地域連携教育等による協働的な体験学習の推進
３　生徒支援の充実…積極的な生徒理解と援助及び部活動の推進

学校
経営
目標

担当課等 重点目標 取組方法 達成基準

①今年度、邑久高通信は発行できてい
ない。学校説明会で配布できるように、
夏以降の様子を発信したい。
②ブログの更新9/22時点で、８７回更
新。目標達成に向けて、月に２０回更新
する必要がある。この時点で２４％下
回っているので、内容を吟味しつつ、地
域や中学生に響く情報発信をしていきた
い。
③オープンスクールの中学３年生の参
加人数（106＋104）は210名（８８％）であ
り、コロナの状況を考えると概ね達成で
きたと言える。
④地区別学校説明会は、６月時点で４
回実施済み。１０月にも２回実施予定。
⑤学校自己評価アンケートは、未実施。

妥当

①邑久高通信は、千町祭特別号のみ発
行した。今後、紙媒体での広報活動を継
続するかどうかを検討する必要がある。
➁12月末でブログ226回（月平均25.1
回）。昨年度から着手したFacebookと
instagramについても、ブログと同時進行
で更新している。
③中学３年生のオープンスクールの参
加人数（106＋104）は210名（８８％）で
あった。中間期に記載した通り、コロナ
の状況を考えると概ね達成できたと言え
る。
④学校説明会は年間８回開催できた。２
学期は１０月、１１月に１回ずつ実施。ま
た１１月１０日には中学校教員対象の学
校説明会（６名参加）を実施した。
・今年度は、邑久中学校・西大寺中学
校・旭東中学校の３校から説明会の依
頼を受け実施した。邑久中学校では、４
名の生徒とともにプレゼンを行った。
・昨年度から継続している、美術重視モ
デル体験講座「実技基礎体験講座」を７
月９日（土）、１１月５日（土）の２回行い、
延べ１７名の中学生の参加があった。
⑤学校自己評価アンケートの「ホーム
ページが充実している」という項目に対
して、保護者の回答の94.3％が肯定的
回答であった。

B

・中学校卒業見込者の進学希望状況
調査（第１次調査）では、普通科65
名、生活ビジネス科72名の計137名
であった。中学校訪問や学校説明会
の効果が表れ、普通科で1.63倍の高
倍率となった。一方で、生活ビジネス
科では１倍を下回った。合計人数とし
ては、137名が進学希望の意志を示
しているので、重点目標に掲げた取
組は達成できた。
・来年度以降は、邑久高通信は今後
継続するかどうか、検討する必要が
ある。一方で、ブログ及びfacebook、
instagramは目標の設定数値に到達
できそうである。
・「地区別学校説明会を年間３回以上
開催」は８回の開催、及び中学校へ
の説明会を実施できたので、重点目
標に掲げた取り組みは達成できた。
しかし、「オープンスクールへ参加す
る中学３年生が240名以上。」につい
ては２回の計で210名であったので、
２年連続で未達成となったので、目標
の設定数値自体を見直す必要があ
る。
・重点目標の志願者130名以上を達
成するためには、継続して情報発信
をするとともに、内容の質をより高め
ていく必要がある。
・広報活動をする中で、年間を通して
広報室の人数が足りないと感じる部
分が多々あったので、この点も改善
の必要がある。

B
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①邑久高通信を年間６回以上発
行。（昨年度７回）
②ブログを年間250回以上更新。
（昨年度246回、Facebook：88回、
Instagram：30回）
③オープンスクール参加人数（中
学３年生）が240名以上。（昨年度
195名・２回）
④地区別学校説明会を年間３回
以上開催。（昨年度4回）
⑤学校自己評価アンケート（保護
者）の「邑久高校のホームページ
は充実している」の肯定的回答が
90％。（昨年度87％）

・ホームページのブログ、
Facebook、邑久高通信などで、本
校の教育活動や生徒の様子につ
いて情報発信し、Instagramなど複
数媒体による効果的な発信の研
究を行う。
・学校説明会（オンライン説明会）
やオープンスクールの申込方法の
改善、内容の見直しなどを行う。

本校志願者１３０
人以上を達成す
る。（進学状況調
査１次=1１０、２

次=1０８、特別=1
１１）

広報室

①１月実施のセトリーアンケート（２年次
生徒）の「地域や社会を良くしたり、活性
化に貢献したりしたい」への肯定的回答
は87.7%（前回81.0%、今回内訳、とても：
32.9%、やや54.8%）、「地域学に取り組む
ことで、自分の興味ある分野への理解
が深まる」への肯定的回答は72.6%（前
回64.8%、今回内訳、とても：34.2%、や
や：38.4%）。
1月19日に課題研究と合同で開催した実
践報告会では、３年次生活ビジネス科と
２年次普通科の生徒が分科会・全体会
で発表し、全校生徒310名と、外部参観
者38名、報道関係者3名が参加した。全
校生徒にとって意義深い活動と報告会
が実施でき、セトリー運営指導委員会で
は今年さらに充実していたとの高い評価
を頂いた。
②は中間評価と同じ。
③「聞き書き」協力者やコミュニティ・ス
クール委員・リージョナル・モデル（旧）委
員・セトリー運営指導委員を中心に、24
名の方に登録していただくことができ
た。今後の地域で活動する際に、活動
内容に応じてご協力を依頼する。

①アンケートについては、生活ビジネ
ス科も含めた活動の実際とそぐわな
い面もあるため、見直しが必要であ
る。学校自己評価アンケートの関連
項目の活用も含めて検討したい。1月
の実践報告会では、課題研究も加
わって規模を拡大した形で実施し、外
部参観者や教員からも高く評価され
た。アンケート結果を踏まえてさらに
改善を図る。
②企業インターンシップは、２年次就
職希望者の人数が想定よりは少な
く、コロナの影響で受け入れの制限も
あったため、企業数自体は多くなかっ
たが、昨年度の実績からの改善も図
れ、問題なく実施できた。
③地域との連携は、課題研究・セト
リーともにさらに広がっており、活動
に必要な連携を十分に行うことができ
た。今後も生徒の活動や学習に応じ
て、連携を図っていく。

BB

①４月実施のセトリーアンケート（２年次
生徒）の「地域や社会を良くしたり、活性
化に貢献したりしたい」への肯定的回答
は81.0%（とても：21.0%、やや：60.0%）、
「地域学に取り組むことで、自分の興味
ある分野への理解が深まる」への肯定
的回答は64.8%（とても：16.2%、やや：
48.6%）。
②企業インターンシップは13事業所に2
年次就職希望者18名が、瀬戸内市イン
ターンシップは2施設に2年次希望者2名
（保育園2名はコロナ感染拡大の影響で
中止）が参加した。就職希望者数の減
少やコロナの影響もあって、事業所数は
増えなかったが、事業所への事後アン
ケートで「生徒の態度・意欲」への肯定
的回答は83.3%と高評価であった。
③「聞き書き」協力者を中心に、リストへ
の登録を進めていく予定。

①セトリーアンケート（生徒）の「地
域と連携した教育活動に関する項
目」の肯定的回答（全体）が75%以
上。
②インターンシップについて、17か
所以上の企業・市施設と連携して
実施する。（昨年度15か所）
③地域協力者リスト（SCTs）への
登録者が20名以上になる。

・総合的な探究の時間「セトリー」
で、地域に根ざした探究活動を実
践する。
・外部講師による授業や講演が年
間計画の中で効果的に実施され
ている。
・地域の各種団体と情報交換し、
効果的・継続的な連携による学習
活動を実践する。
・地域の外部講師・協力者リスト
「Setouchi Community Teachers
（SCTｓ）」を作成する。

地域と連携した
キャリア教育を推

進する。

進路指導
課 妥当 適切

適切



～学校経営目標とその目標を達成するための具体的取組～ 

自己評価 評価 自己評価 評価

達成状況（中間）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

達成状況（最終）
A＝全て達成
B＝全てのうち半数達成
C＝全て未達

評価の妥当
性

改善方策の
適切さ

結果の分析及び改善方策

学校関係者評価

令和４年度　岡山県立邑久高等学校　評価書

１　学力向上…学習習慣の確立と「わかる」授業づくりへの工夫
２　コミュニケーション能力の向上･･･地域連携教育等による協働的な体験学習の推進
３　生徒支援の充実…積極的な生徒理解と援助及び部活動の推進

学校
経営
目標

担当課等 重点目標 取組方法 達成基準

生徒課

部活動や生徒会
活動等の更なる
推進と活動支援
を行う。

・部活動顧問や１年次団教員と連
携し、１年次生の部活動の入部率
を上げる。また、日頃からコロナウ
イルス感染症対策を徹底し、部活
動が持続できる環境を整える。
・生徒会執行部のリーダーシップ
のもと、生徒主体の委員会活動や
学校行事の充実を図ると共に、活
動の「見える化」に取り組む。

①「1年次生徒部活動加入率」が
75％を上回る。（昨年度70.6％）
②学校自己評価アンケート（生徒）
の「部活動・生徒会活動（各種委
員会活動を含む）が活発に行われ
ている」の肯定的回答が前年を上
回る。（昨年度87％）

９月時点での１年次生の部活動加入率
は73.9％であり、今年度も多くの生徒が
部活動に積極的に取り組んでいる。ま
た、新型コロナウィルス感染症による部
活動の停止や対外試合の制限等も随分
と緩和されてきており、部活動が持続で
きる環境が回復しつつある。後期は大き
な学校行事も控えているので、広報と連
携した「見える化」を引き続き行いなが
ら、校内外に向けて生徒の生き生きとし
た活動を発信していきたい。 B

・「学校自己評価」の「部活動や生徒会
活動は活発に行われている」の項目で
は、生徒の89.4％が肯定的な回答をして
おり、昨年の87％を更に上回っている。
教員も84.4％が肯定的な回答をしており
（昨年79％）、部活動を中心とした生徒
会組織が活性化しつつあると感じる。た
だ、改善の余地があると感じている教員
も少なくない。
・１年次生の入部率は73.9.％であった。
「75％を上回る」という今年度の目標に
は及ばなかったものの、昨年よりも多く
の1年次生が部活動に入部することがで
きた。
・活動の「見える化」については、掲示板
やポスターを有効活用したり、広報とも
連携しながらSNSを通して積極的に情報
発信を行っている。

B

・部活動の入部率は、近年右肩上が
りの状況が続いていおり、良い循環
がつくられていると感じる。ただ、入部
はしているが、意欲の低下や環境の
変化によって継続的に活動ができて
いない生徒も一部には見受けられ
る。今後は、目標や居場所を失いつ
つある生徒が、再び良い循環に乗れ
るような手立てが必要であると感じ
る。
・今後も部活動、委員会活動、ボラン
ティア活動などあらゆる場面におい
て、活動の「見える化」を促進していき
たい。生徒が互いの活動を目にする
機会を増やすことで、他者から良い
刺激を受け、自分の活動にやりがい
や誇りが持てるような仕組みをつくっ
ていきたい。

妥当 適切

２年次

積極的な生徒理
解によるインク
ルーシブな年次
を実現する。

・「学校生活に関するアンケート」
（年次独自）を３回実施して生徒の
人間関係の悩みを見える化する。
（早期発見）
・年次の連携を密にして問題行動
に対する個別面談を迅速に行う。
（早期対応）
・「いいね」カードを継続し生徒の
頑張りを見える化を行う。（「いい
ね」の日）

①学校生活に関するアンケートの
「学校で楽しく過ごせている。」の
肯定的回答が95％以上。
②学校自己評価アンケート（生徒）
の「邑久高校はいじめや暴力など
を見逃さずに対応してくれている」
の肯定的回答（２年次）が90％以
上。（昨年度85％）

①第１回学校生活に関するアンケートの
「学校で楽しく過ごせている。」の肯定的
回答が９７．４％
②学校自己評価アンケート（生徒）は１１
月に実施予定
第２回学校生活に関するアンケートは第
３回考査明けに実施予定。第１回アン
ケート後、悩みのある生徒についてはす
ぐに担任面談を行い対応した。「いいね」
カードは１学期の集計分でクラス毎に表
彰を行った。引き続き１年間継続して支
援を行っていきたい。

B

①学校生活に関するアンケートの「学校
で楽しく過ごせている。」の肯定的回答
が１１月アンケートで９３.３％であった。
年間平均では９５％であった。
②学校自己評価アンケート（生徒）の「邑
久高校はいじめや暴力などを見逃さず
に対応してくれている」の肯定的回答（２
年次）が８２．７％

B

年次独自に「学校生活に関するアン
ケート」を実施することで悩みや不満
のある生徒に対して、個別に面談を
行うなど、きめ細やかに対応すること
ができた。「いいねカード」は年間を通
して実施することができ、学期ごとに
表彰するなど生徒の自己肯定感を高
める取り組みができた。来年度は「学
校生活に関するアンケート」の実施回
数を増やし、肯定的回答を増加させ
たい。

妥当 適切

教育相談
室

「生活アンケー
ト」の項目を各課
と連携して見直
し、多面からの生
徒支援につなげ
る。

・各学期に１回実施している「生活
アンケート」の項目を学校行事に
関連したり、各課と連携して見直
す。
・「生活アンケート」実施後は、担
任・年次主任・係内で情報共有
し、SC等と連携し、生徒支援を行
う。

①各回の「生活アンケート」を各課
と連携して見直した項目にしてい
る。
②学校自己評価アンケート（生徒）
の「邑久高校の教員は、あなたの
悩み事や相談に親切に応じてい
る。」の肯定的回答が85％以上。
（昨年度82％）

①１学期の「生活アンケート」は各課と連
携した項目にした。実施後は情報共有
し、必要に応じてSCやSSWと連携した。
２学期は千町祭後の１０月末に行う予定
で、各課と連携した項目にする予定であ
る。
②学校自己評価アンケート（生徒）は１１
月に実施予定である。

B

①各課と連携した内容の「生活アンケー
ト」は学期ごとに実施し、その後は担任・
年次主任・係で情報共有し、必要に応じ
てSCやSSWと連携した。３学期は１月末
に実施予定である。
②学校自己評価アンケートの質問番号
１７に、９０．９％の生徒が肯定的な回答
をしている。

B

①の「生活アンケート」は次年度から
実施媒体を統一したり、実施時間を
確保（同時実施）したりして、その結
果を教員間で共有し、より良い対応
につなげていきたい。
②の学校自己評価アンケートは９０％
以上が肯定的回答である。今後も生
徒一人一人に目を向けた対応を大切
にしていきたい。

妥当 適切

３年次
生徒の納得いく
進路を実現させ
る。

・生徒面談と教員の年次会議（毎
週）を軸に、学年全体で生徒の支
援を行う体制づくりをする。
・幅広い進路に対応する進路検討
会（進学と就職でわけて）のあり方
を検討する。
・課題研究で地域の方々と協働す
ることで社会人としてのマナーを
育成する。

①最終生徒アンケートで進路の満
足度について肯定的回答が90％
以上。（昨年度86.9％）
②学校自己評価アンケート（生徒）
の「進路に関する学習（進路ガイ
ダンス、セトリーや進路講座など）
は、進路を考えるのに役立ってい
る」の肯定的回答が90％以上。
（昨年度92.2％）

①１学期に年次会議を１４回（ほぼ毎
週）実施し翌週の動きや生徒情報を共
有している。セトリーで行っている進路別
の活動についても担任と協力しながら実
施することができた。夏の検討会も進学
用と就職用に分けて実施した。生徒が
希望する進路実現につながればよいと
考える。
①②学校自己評価アンケート（生徒）は
１１月、最終生徒アンケートは〇月に実
施予定である。

B

①年次会議は２５回（ほぼ毎週）実施で
き生徒情報を共有しながら一人ひとりに
きめ細やかな指導をすることができた。
現在のところ９４.３％の生徒の進路が決
定している。
②学校自己評価アンケート（生徒）の「進
路に関する学習（進路ガイダンス、セト
リーや進路講座など）は、進路を考える
のに役立っている」の肯定的回答が９
０。１％

A

普通科、生活ビジネス科２科体制に
なって初めての学年であったが、就
職、進学多様な進路希望の中、担任
の先生を中心に個々の進路に応じた
指導をすることができ、ほとんどの生
徒が納得する進路をきめることがで
きた。わずかに残った生徒についても
最後まで支援していきたい。

妥当 適切
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